（様式B）

イノベーションハブ構築支援事業
提案書

注：提出時には青字による注釈、および例示は全て削除してから提出してください。

1． 提案名称・提案者情報
	ハブ名称
	○○○○イノベーションハブ

※仮称でも構いません。
※構築するハブのイメージがわかりやすい（できる限り、対象とするテーマ・技術等の範囲を過不足なく表現する）名称としてください。（50文字以内）

	概要
	※構築を目指すハブの概要について、その位置づけや意義、効果、対象とするテーマ・技術等の範囲等を200字程度で記載してください。運営費交付金・他の競争的資金等で実施する部分も含めたハブ全体の概要としてください。

	キーワード
	　　　　　　※本提案の技術分野として特徴的なワードを５つ程度記載してください。


	提案法人名
	独立行政法人○○○○

※提案時の正式法人名を記載してください。

	提案責任者
	フリガナ
	

	
	氏名
	※本提案の取りまとめ責任者を記載してください。

	
	部署
	

	
	役職
	

	
	所在地
	〒



	
	TEL
	
	FAX
	

	
	Email
	

	事務担当者
	フリガナ
	

	
	氏名
	※JSTからの事務連絡を受ける担当者を記載してください。

	
	部署
	※提案責任者と同じ場合は同上としてください。

	
	役職
	

	
	所在地
	〒



	
	TEL
	
	FAX
	

	
	Email
	


２．ハブ構想（Goal）
２－１　提案の背景

　（提案機関の概要）
※今回の提案以外の研究テーマや保有技術も含め、研究開発法人全体の業務内容や研究コミュニティ内での位置づけ、所在地、ポテンシャル等を簡単に（詳細は別紙５参照で構いません）記載してください。
　（提案機関のコミットメント）

※今回の提案に関し、ハブとしての体制構築や運営に対する提案機関の役員や管理部門のコミットメントについて記載してください。理事長等のコメントや理事長会等における審議の記録等があれば記載（長い場合は本欄には要約のみ記載し、全体資料は適宜別添６として提出）してください。

（中期計画上の位置づけ）

※今回の提案について、提案機関の中期計画における関連箇所を抜粋してください（拠点整備や研究テーマ等）。今後の中期計画改訂で盛り込む予定であればその旨を記載してください。

文書名：独立行政法人○○が中期目標を達成するための計画（第○期中期計画）

平成○年○月○日（平成○年○月○日改正）

対象期間：平成○年○月○日～平成○年○月○日

関連箇所：

２．⑤イノベーションハブの構築

機構は、○○の中核機関として、産学官の垣根を越えてた国内外の人材を糾合する場（イノベーションハブ）を構築し、・・・・を進める。

（以下省略）

今後の改正予定：平成○年○月（頃）

今後の改正内容：　
（SWOT自己分析）

※今回提案するハブとして、現状どのような状況にあるかを自己分析して下表に記載してください。外部要因としては、現在のハブとしての国内外のポジションやライバル拠点等もよく検討して記載してください。

　（提案に至った理由）

※SWOT自己分析の図をもとに、今後何を目指し、そのために何が必要か、JSTにはどのような支援を期待するか等について記載してください。なお、SWOT分析は、戦略オプション策定等、採択後さらに深く分析し、毎年の戦略や計画立案・修正にいかしていくことになります。
２－２　対象とするテーマ・波及が期待される技術範囲等

※研究開発法人が保有するコア技術・キラーテクノロジーを中心とした、今回構築を目指すハブのテーマや技術の範囲をわかりやすく記載してください。
２－３　構築を目指すイノベーションハブの目標（機能）
※ハブが構築された際に発揮される機能（事業終了時に最終目標まで到達しない場合には、5年後の目標と最終到達目標を分けても可）を記載してください。オープンイノベーションによる異分野融合やクロスアポイントメント制度の導入による人材交流等の戦略に対応し、当該領域の研究開発コミュニティの活性化、それによるイノベーションの誘発等に関しより具体的な目標を設定してください。研究開発の目標のみとならないようご注意ください。
２－４　構築を目指すイノベーションハブの位置づけ（国際的な位置づけ、業界内外での位置づけ、ライバル等）

※関連する研究コミュニティや業界内で、最終的にどのような位置づけになることを目標とするのか、国際的な視点で、競合となる拠点や類似技術との相違も含め記載してください。
２－５　ハブが構築された場合に期待される成果、波及効果

※戦略に対応してどのような研究成果の最大化が実現されるのか、創出される研究開発成果や製品、実用化、起業化、それに伴うイノベーション創出、経済波及効果、その他関係者に与える影響等を記載ください。
２－６　目標達成のための戦略

※目標を達成するためにとる戦略、導入するしくみや工夫等、箇条書きを利用する等して簡単に（詳細は３．で説明）で記載ください。

３．ハブを構築するための戦略

３－１　プロジェクトリーダー（PL）候補　※国の予算資料等における”ハブ長”にあたる者。
　（氏名）　　※本人了解が得られていなくても可。了解が得られている場合は（了解済み）と記載。
　（経歴）
　（プロジェクトリーダー（PL）候補の選定理由）
　（プロジェクトリーダー（PL）候補のコメント等）
※プロジェクトリーダー（ＰＬ）候補の決意表明等があれば記載してください。特にない場合は未記入で結構です。
３－２　組織

（組織図）

※ハブを運営する体制と関係機関を図で示してください。

・プロジェクトリーダー（PL）を中心とする内部の運営体制及び研究開発体制（研究開発法人内部＋想定している外部機関）を、記載してください。重要なポストについては、就任予定者も可能な範囲で記載してください。

・ハブ運営方針の検討委員会等や、理事長等をはじめとする研究開発法人の既存組織及び新設する組織（あるならば）の関係・役割もわかるように記載ください。

・JSTから人的支援を受けることを希望するグループ・ポスト等も予定で記載してください。（採択後にJSTと相談の上、詳細は調整いたします。）

（組織図中の各ポスト、委員会等の説明）

※組織図に記載のポストや委員会、機関について、その役割や機能、想定される人材像等を簡潔に説明しください。

３－３　今回新たに連携関係構築を目指す機関、分野、研究者等
※従来連携したことのない相手として、新たに異分野融合、人材交流等を目指す対象について想定しているものがあれば記載してください。

３－４　人材を糾合するための戦略（クロスアポイントメント制度導入等）
※人材交流を促進するために整備する制度や、施策、手段等（クロスアポイントメント制度やキラースペシャリストによる招致活動、イベントや会議開催等）があれば記載してください。既に整備済みまたは準備に着手しているものと、採択後に予定しているものがわかるようにしてください。また、具体的な目標等があれば記載してください。

３－５　技術や情報を結集するための戦略

※３－４の人材糾合の項で記載したもの以外で、他機関・研究者との連携を進め技術や情報をハブに取り込む戦略、オープンイノベーションの方針について記載してください。方針を周知するしくみや、技術の進展・業界動向に対応した方針の見直し（運用）方法等についても言及してください。また、共同研究や委託研究等の手続きの簡素化、競争的資金への共同提案、知財戦略などのオープン・クローズポリシーの整備等、できるだけ具体的に記載してください。
３－６　研究開発成果を社会に実装するための戦略

※企業への技術移転やスピンアウトの促進等、研究開発成果を最大限活用し、イノベーションを創出するための戦略を記載してください。また、３－２の組織体制の中に、出口を見据えた研究開発戦略及び出口戦略を立案する役割を担う担当（部門・人材）が予定されていれば、その具体的推進方法とともに記載してください。

３－７　その他（人材育成・アウトリーチ活動等）の戦略

※効果的なハブ構築・運営等のために導入予定の戦略のうち、ここまでに記載しきれていないものがあれば記載してください。ハブ機能を持続的に発展させていくための人材育成戦略、地域住民や自治体との関係性も考慮に入れたアウトリーチ活動や広報戦略、男女共同参画に関する取り組みの他、参加者のモチベーションを高める独自の運営ルール等。
４．ハブとしての発展性・継続性に関する計画

※本事業の支援終了後のハブ運営に関する計画や目標等を記載してください。特に、ＪＳＴ支援期間中に糾合した人材や技術を、ＪＳＴ支援終了後にどのように定着・発展させていくか、糾合した人材がハブの外部に出てネットワークを強化すること等も含めて構想を記載してください。

５．研究開発計画　　　※3層図は別紙１として提出してください。

５－１　これまでの研究成果（特許・論文等のリストは別紙）

※ハブの中心となる研究開発テーマに関連するこれまでの研究成果（参加予定機関の成果も含む）について簡潔に説明してください。特許や論文については別紙の表にまとめてください。

５－２　ハブにより生み出される研究成果（目指すシステム・統合技術）
※3層図の最上層（Upper　Level）に記載した内容に関し、目標とするアウトプットについて、具体的に説明してください。
５－３　各層におけるテーマの説明

※3層図の層毎に、各層の研究開発の全体構想、各テーマの関連、目標、乗り越えるべき障害、予定している主要な研究機関・研究者等を記載してください。別紙１と整合が取れているようご留意ください。
システム化・技術統合（Upper　Level）
実現化技術・要素技術開発（Middle　Level）　

知識基盤・基礎的研究（Lower　Level）　

５－４　実施中（実施見込み）のテーマ

※運営費交付金で実施中または実施予定のプロジェクト

競争的資金等に採択されている／または応募中のプロジェクト　を下表に記載してください。
３つ以上ある場合は表を増やして記載してください。
（１）　　　※数値等は記入例です
	制度名
	科学研究費補助金 基盤研究(S)　（応募中）　　※運営費交付金

	研究テーマ名

（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○

（本人）

	研究期間
	H27.4－H30.3

	役割)(代表/分担) 
	代表

	予算総額
	60,000千円

	年度毎予算

	H27：30,000千円

H28：20,000千円

H29：10,000千円

	エフォート(％)
	20

	ハブ事業における研究テーマ
	※対応するテーマ名を記述してください

	備考
	※補足事項があれば記載してください。



（２）　　　※数値等は記入例です
	制度名
	科学研究費補助金 基盤研究(S)　（応募中）　　※運営費交付金

	研究テーマ名

（代表者氏名）
	○○○○○○○○○○

（本人）

	研究期間
	H27.4－H30.3

	役割(代表/分担) 
	代表

	予算総額
	60,000千円

	年度毎予算


	H27：30,000千円

H28：20,000千円

H29：10,000千円

	エフォート(％)
	20

	ハブ事業における研究テーマ
	※対応するテーマ名を記述してください

	備考
	※補足事項があれば記載してください。


５－５　本事業のJST経費による外部委託研究等の計画

※ハブ構築にあたり、外部技術の取り込みや異分野融合、人材糾合等のため、研究開発法人外部への委託研究等が必要な場合は下表に記載してください。なお、年間総額で80,000千円を上限とします。また、委託先は、採択後に公募により決定することを原則とします。
３つ以上ある場合は表を増やして記載してください。
（１）　　　※数値等は記入例です
	研究テーマ番号

研究テーマ名
	知－2　　○○○○○○○○○○

	研究概要
	

	研究期間
	

	予算総額
	60,000千円

	年度毎予算


	H27：20,000千円

H28：20,000千円

H29：20,000千円

	想定される委託先
	※未定の場合は“未定”と記載

	備考
	※補足事項があれば記載してください。


（２）　　　※数値等は記入例です
	研究テーマ番号

研究テーマ名
	実－1　　○○○○○○○○○○

	研究概要
	

	研究期間
	

	予算総額
	60,000千円

	年度毎予算


	H27：20,000千円

H28：20,000千円

H29：20,000千円

	想定される委託先
	※未定の場合は“未定”と記載

	備考
	※補足事項があれば記載してください。


６．ロードマップ

※ハブ構築のための体制整備や各種戦略の実施計画及び研究開発の実施計画を、横軸に時間軸をとり、わかりやすく図示してください。以下の図は記載例です。フォーマットや記載項目はこれに限りませんので、適宜工夫して記載してください。
	項目
	H27
	H28
	H29
	H30
	H31
	H32
	H33
	H34

	分野俯瞰
	
	
	
	
	
	
	
	

	人材糾合のための戦略
	
	
	
	
	
	
	
	

	知財戦略
	
	
	
	
	
	
	
	

	イベント等
	
	
	
	
	
	
	
	

	運営委員会
	
	
	
	
	
	
	
	

	システム化・技術統合
	
	
	
	
	
	
	
	

	実現化技術・要素技術
	
	
	
	
	
	
	
	

	知識基盤・

基礎的研究
	
	
	
	
	
	
	
	


７．予算（見込み）
＜JSTが支援する経費＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位［百万円］

	費目
	H27
	H28
	H29
	H30
	H31
	計

	①人件費（②以外）
	
	
	
	
	
	

	②ｸﾛｽｱﾎﾟｲﾝﾄ等経費
	
	
	
	
	
	

	③研究開発費（外部委託）
	
	
	
	
	
	

	
	知－2
	
	
	
	
	
	

	
	実－1
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	④研究開発費（③以外）
	
	
	
	
	
	

	
	知－3
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	⑤各種調査費等
	
	
	
	
	
	

	⑥その他（ｲﾍﾞﾝﾄ等）経費
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	


※H27～29は4.5億円、H30は4.0億円、H31は3.6億円を上限としてください。間接経費込みとしてください。

※上記予算は、採択後に、JSTの直執行か、研究開発法人への委託かをご相談の上決定します。

※④は、主として人材や技術の糾合のための飛躍的な取組みに関するものが対象となります。

（内容の簡単な説明）　※内容及び積算の根拠（単価×数量）を概算で記載してください。
①

②

③

④

⑤

⑥

＜研究開発法人が自己負担する経費＞　　　　　　　　　　　　　　　　　単位［百万円］

	費目
	H27
	H28
	H29
	H30
	H31
	計

	⑦研究開発費（外部委託）
	
	
	
	
	
	

	
	知－1
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	⑧研究開発費（⑦以外）
	
	
	
	
	
	

	
	シ－1
	
	
	
	
	
	

	
	実－2
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	⑨ハブ運営費
	
	
	
	
	
	

	
	⑩人件費（⑪以外）
	
	
	
	
	
	

	
	⑪ｸﾛｽｱﾎﾟｲﾝﾄ等経費
	
	
	
	
	
	

	
	⑫各種調査費等
	
	
	
	
	
	

	
	⑬その他経費
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	


（備考）　※上記の経費について説明が必要であれば記載してください。
＜外部資金（競争的資金等）＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位［百万円］

	費目
	H27
	H28
	H29
	H30
	H31
	計

	⑬研究開発費
	
	
	
	
	
	

	
	シ－3
	
	
	
	
	
	

	
	実－3
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	⑭その他
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	


外部資金の調達先

シ－3　事業名（所管）　採択決定／応募中

実－3　企業の自己資金

８．補足事項

※その他、補足したい事項（研究開発法人の特殊事情、影響を受ける社会的な動向等）がありましたら記述してください。

別紙資料
別紙１　3層図
別紙２　これまでの研究成果（主な特許・論文リスト）

別紙３　参加予定者リスト
別紙４　専門用語解説
別紙５　提案機関のプロフィール（パンフレット等）

別紙２　これまでの研究成果（主な特許・論文リスト）

１．特許

※本提案に関連する特許を重要な順に５件以内、以下について記述してください。

	①発明の名称
	

	出願番号／特許番号
	

	出願日
	

	出願人
	

	発明者
	

	分類　※２
	A：新しい原理や現象の発見に基づく研究成果に係わる特許

	関連する請求項
	請求項が多数（１１個以上）ある場合、本提案に最も関連する請求項の番号を１０個以下で記載してください。
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